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主 な 内 容

づ
く
り
や
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
方
を

継
続
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
と
と
も
に
、
こ
れ
を
支
え

る
地
域
な
ど
に
お
け
る
介
護
予
防
や

支
え
合
い
活
動
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
重
要
で
す
。
学
区
単
位
な
ど
生

活
に
密
着
し
た
地
域
の
中
で
の
交

流
・
参
加
の
促
進
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
、
相
談
体
制
の
強
化

な
ど
圏
域
に
応
じ
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
総
合
的
な
推
進
体
制
の
確
立
【
運

営
体
制
】

　

公
正
か
つ
有
効
な
事
業
運
営
に
よ

り
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
運

用
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
や

日
常
生
活
支
援
を
進
め
る
た
め
に
、 

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
・
機
関
・
団
体
・

人
材
の
連
携
を
強
化
し
、
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
連
携
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

問　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
3

基
本
的
な
考
え
方

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、
高
齢
期
（
65
歳

以
上
）
お
よ
び
高
齢
準
備
期
（
40
〜

64
歳
）
の
市
民
の
健
康
・
地
域
活
動

な
ど
へ
の
参
加
の
実
態
、
要
介
護
時

の
生
活
設
計
や
支
援
ニ
ー
ズ
な
ど
を

把
握
す
る
た
め
、
上
表
の
と
お
り
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

（
結
果
は
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
）。

　

こ
の
結
果
を
計
画
に
反
映
さ
せ
、

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
現
在
の
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
目
を
配
り
、
手
を
差
し
の
べ
る

し
ろ
い
の
生
き
生
き
プ
ラ
ン
」
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
今
後
の
さ
ら
な
る

高
齢
化
や
制
度
変
化
に
対
処
し
て
い

く
た
め
「
地
域
で
支
え
る
高
齢
化
」

を
重
点
目
標
と
し
て
、
地
域
の
中
に

お
け
る
介
護
予
防
や
自
立
生
活
支
援

の
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。計

画
の
概
要

　

          「
一
人
ひ
と
り
の
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
」「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

の
支
援
」「
高
齢
期
の
暮
ら
し
を
支

え
る
地
域
づ
く
り
」「
総
合
的
な
推

進
体
制
の
確
立
」
の
4
つ
の
柱
を
元

に
、
重
点
目
標
「
地
域
で
支
え
る
高

齢
化
」
を
進
め
ま
す
。

◆
一
人
ひ
と
り
の
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
【
介
護
予
防
の
推
進
】

　

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
防
い
だ
り
、
そ

れ
以
上
悪
化
し
て
い
か
な
い
よ
う
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
介

護
保
険
制
度
を
活
用
し
た
介
護
予
防

教
室
な
ど
の
介
護
予
防
支
援
事
業
を

充
実
し
て
い
く
と
と
も
に
、
健
康
増

進
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
、
市
民
活
動
な
ど
の
分
野
と
連
携

し
な
が
ら
介
護
予
防
を
進
め
、
一
人

ひ
と
り
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

◆
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援
【
介

護
な
ど
に
よ
る
日
常
生
活
の
支
援
】

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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目
を
目
を
配
り
配
り
、、
手
を
手
を
差
し
の
べ
る

差
し
の
べ
る

　　

  　　
　　

し
ろ
い
の

し
ろ
い
の
生
き
生
き

生
き
生
き
プ
ラ
ン

プ
ラ
ン

〜
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
〜

市民アンケート実施状況

区分
40 ～ 64 歳の
市民調査

（要介護・要支
援認定者以外）

65歳以上の
市民調査

（要介護・要支
援認定者以外）

要介護・要支援
認定者調査

調査対象 無作為に
2,000人を抽出

無作為に
2,000人を抽出

認定者全員
1,058人

回収状況
有効回答票数　
1,063 票
回収率　53.2 ㌫

有効回答票数　
1,353 票
回収率　67.7 ㌫

有効回答票数　
569 票
回収率　53.8 ㌫

　

市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
素
案
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
こ

の
素
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　　 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト　　
　市では平成21年度から23年度の高齢者福祉計画・介護保険事業計画
（素案）に対し、皆さんから意見を募集します。提出された意見は最終
的な計画を取りまとめる際の参考とし、意見に対する市の考え方は個
人情報を除き、市のホームページなどで公表します。
対象　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所を有する法人そのほか
の団体
素案の公表期間　～ 2月28日㈯
閲覧場所　市役所情報公開コーナー、中央公民館、白井駅前センター、
西白井複合センター、冨士センター、公民センター、桜台センター、
図書館、市ホームページ
意見の提出期間　～ 2月28日㈯（郵送の場合は3月2日㈪必着）
提出方法　所定の様式（高齢者福祉課・各閲覧場所にあります）に必
要事項を記入の上、閲覧場所にある意見箱へ投函するか郵送・ファクス・
Eメールまたは直接高齢者福祉課介護保険班 （492）3033・ kourei
sya-fukusi@city.shiroi.chiba.jpへ

多
く
の
人
の
願
い
で
す
。
介
護
を
要

す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
自

分
ら
し
い
生
活
の
継
続
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
介
護
保
険
制
度
の
運
用
を
中
心

に
、
こ
れ
を
補
完
す
る
給
食
サ
ー
ビ

ス
や
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

◆
高
齢
期
の
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域

づ
く
り
【
日
常
生
活
圏
で
の
支
援
体

制
づ
く
り
】

　

一
人
ひ
と
り
の
健
康
・
生
き
が
い

【
入
札
物
件
】　

普
通
乗
用
自
動
車　

1
台

車
名
ほ
か　

ト
ヨ
タ　

セ
ル
シ
オ　

B
仕
様
（
平
成
11
年
式
）

型
式
・
色　

G
F
―
U
C
F
20
・
黒

車
検
満
了
日　

平
成
22
年
4
月
19
日

走
行
距
離　

1
0
4
、5
4
4
㌔
㍍

（
1
月
7
日
現
在
）　

付
属
品　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
4

本
（
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
付
き
）

事
故
歴　

な
し

【
入
札
物
件
の
公
開
】

日
時　

2
月
18
日
㈬
、
3
月
2
日
㈪

午
前
9
時
〜
11
時
、
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

場
所　

市
役
所
東
側
車
庫
前
（
雨
天

の
場
合
は
車
庫
内
）

※
車
両
の
試
乗
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
入
札
参
加
申
し
込
み
】

　

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
入

札
参
加
申
込
書
兼
参
加
資
格
証
（
財

政
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次

の
書
類
を
添
付
し
直
接
財
政
課
管
財

契
約
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
不
可
）。
申
込
金
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

添
付
書
類　

【
個
人
】　

身
分
証
明
書
（
本
籍
地

で
発
行
し
た
も
の
）、
運
転
免
許
証

（
写
し
）、
市
区
町
村
民
税
の
未
納

が
な
い
こ
と
の
証
明
書

【
法
人
】　

履
歴
事
項
全
部
証
明
書
、

法
人
市
区
町
村
民
税
の
未
納
が
な
い

こ
と
の
証
明
書

日
時　

2
月
18
日
㈬
〜
3
月
4
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

午
前
9

時
〜
11
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜

5
時

場
所　

財
政
課
管
財
契
約
班

【
入
札
・
開
札
】

日
時　

3
月
16
日
㈪　

午
後
2
時

場
所　

市
役
所
3
階
第
2
会
議
室

【
そ
の
ほ
か
】

　

落
札
日
か
ら
4
日
以
内
に
契
約
締

結
し
ま
す
。
代
金
は
契
約
締
結
後
、

7
日
以
内
に
全
額
納
付
く
だ
さ
い
。

名
義
変
更
な
ど
に
要
す
る
費
用
は
落

札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
・
問　

必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

財
政
課
管
財
契
約
班　

内
線
3
3
3

4
・
5
へ

市長車を公売

市長公用車（トヨタ　セルシオ）

℻  

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
市
長
が
公
用
車
と
し
て
使
用
し
て
き
た
車

を
一
般
競
争
入
札
で
公
売
し
ま
す
。
入
札
参
加
を
希
望
す
る
人

は
詳
し
い
内
容
を
市
役
所
前
掲
示
板
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ますますますます元気塾元気塾（（高齢者高齢者運動運動教室教室））でで健康健康づくりづくり
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市
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
・

市
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画

市下水道事業中期経営計画
主な事業運営の目標 実施状況

職員の適正管理
　職員数の削減など定数の適正管理
を行います。

　平成19年度末で平成17年度から比
べ職員を2人削減し、適正な管理に努
めました。

サービスの向上
　平成19年度からコンビニエンスス
トアでの支払いができるようにしま
す。

　市税とあわせ平成20年4月からコン
ビニエンスストアでの支払いができ
るようになり、サービスの向上を図
りました。

徴収対策の強化
　平成20年度から使用料未納者に対
し、夜間・休日戸別訪問を実施します。

　平成20年度から実施。
※平成20年11月、21年1月に実施しま
したが、今後も計画的に実施します。

経営基盤の強化
　平成19年度に下水道使用料体系の
見直しを図り、受益者負担の原則に
沿った使用料体系を確立します。

　平成19年4月から下水道使用料を改
定し、受益者負担の原則に沿った使
用料体系を確立しました。

白井市水道事業中期経営計画
主な事業運営の目標 実施状況

経営基盤の強化
　平成18年度に県営水道と同一の料
金設定にするため、水道料金などを
見直しを図ります。

　平成18年4月から水道料金と給水申
込納付金の改定を行い、市内の料金
格差を見直しました。

サービスの向上
　平成19年度からコンビニエンスス
トアでの支払いができるようにしま
す。

　市税とあわせ平成20年4月からコン
ビニエンスストアでの支払いができ
るようになり、サービスの向上を図
りました。

継続的な安定給水と実施
　水道水の安定給水を目指すため、
配水管網の強化を図ります。

　平成18年度・19年度に配水管と配
水管を連絡させるループ化工事を実
施し、安定供給を図りました。

危機管理体制の確保
　緊急時に、速やかに応急体制を敷
くため、千葉県水道局と合同訓練を
実施し、連携を図ります。

　平成19年度から千葉県水道局と合
同で水道災害対策訓練を実施し、災
害時における千葉県水道局との連携
を図りました。

水道事業会計
項　　目 17年度 18年度 19年度 合計 比較

受水費など 計画 201,232 213,106 225,734 640,072 
9,858

決算 190,323 214,804 244,803 649,930 
管理費 計画 50,046 52,333 54,826 157,205 

△ 11,439
決算 47,787 48,069 49,910 145,766 

減価償却費な
ど

計画 58,730 61,079 63,522 183,331 
△ 3,036

決算 58,776 59,890 61,629 180,295 
支払利息 計画 31,887 31,250 30,625 93,762 

△ 3,628
決算 31,650 30,044 28,440 90,134 

その他の費用 計画 3,399 3,399 3,399 10,197 
△ 8,680

決算 221 774 522 1,517 
支出計 計画 345,294 361,167 378,106 1,084,567 

△ 16,925
決算 328,757 353,581 385,304 1,067,642 

水道料金 計画 157,900 203,681 215,279 576,860 
13,641

決算 159,282 205,064 226,155 590,501 
その他営業収
益

計画 4,127 3,462 3,462 11,051 
8,309決算 6,110 6,500 6,750 19,360 

給水申込納付
金

計画 40,036 72,293 72,293 184,622 
134,793

決算 108,910 102,955 107,550 319,415 
他会計補助金 計画 94,641 65,072 71,746 231,459 

△ 43,020
決算 77,320 53,052 58,067 188,439 

うち財源補て
んを目的とす
るもの

計画 29,723 3,709 10,383 43,815 
△ 32,068決算 11,747 0 0 11,747 

県補助金 計画 28,061 16,657 15,324 60,042 
△ 14,806

決算 26,296 6,425 12,515 45,236 
その他の収益 計画 529 2 2 533 

1,252
決算 115 394 1,276 1,785 

収入計 計画 325,294 361,167 378,106 1,064,567 
100,169

決算 378,033 374,390 412,313 1,164,736 
項　　目 17年度 18年度 19年度 合計 比較

建設改良費 計画 26,384 26,617 36,533 89,534 
△ 7,061

決算 26,118 29,757 26,598 82,473 
企業債償還金 計画 36,554 37,386 40,308 114,248 

68,904
決算 36,554 42,462 104,136 183,152 

支出計 計画 62,938 64,003 76,841 203,782 
61,843

決算 62,672 72,219 130,734 265,625 
国庫補助金 計画 3,780 3,350 1,550 8,680 

2,578
決算 3,780 4,734 2,744 11,258 

企業債 計画 9,500 5,700 4,700 19,900 
2,800

決算 9,500 10,500 2,700 22,700 
その他の収入 計画 10,625 22,186 35,156 67,967 

8,362
決算 10,646 24,880 40,803 76,329 

収入計 計画 23,905 31,236 41,406 96,547 
13,740

決算 23,926 40,114 46,247 110,287 

下水道事業特別会計
項　　目 17年度 18年度 19年度 合計 比較

管理費 計画 230,438 202,676 230,849 663,963 
△ 76,571

決算 208,255 190,692 188,445 587,392 
流域下水道維
持管理負担金

計画 261,467 321,234 309,066 891,767 
△ 96,370決算 261,466 275,223 258,708 795,397 

地方債償還金 計画 196,194 184,240 188,146 568,580 
72,364

決算 196,193 185,460 259,291 640,944 
支払利息 計画 137,409 130,882 126,322 394,613 

△ 1,806
決算 137,408 130,942 124,457 392,807 

支出計 計画 825,508 839,032 854,383 2,518,923 
△ 102,383

決算 803,322 782,317 830,901 2,416,540 
下水道使用料 計画 582,590 602,554 585,777 1,770,921 

115,198
決算 587,505 611,766 686,848 1,886,119 

一般会計から
の繰入金

計画 238,224 236,467 267,596 742,287 
△ 241,474

決算 226,245 169,475 105,093 500,813 
うち財源補て
んを目的とす
るもの

計画 140,366 140,920 179,777 461,063 
△ 256,850決算 128,609 75,604 0 204,213 

その他の収入 計画 4,694 11 1,010 5,715 
35,106

決算 12,188 231 28,402 40,821 
収入計 計画 825,508 839,032 854,383 2,518,923 

△ 91,170
決算 825,938 781,472 820,343 2,427,753 

項　目 17年度 18年度 19年度 合計 比較
建設改良費 計画 130,717 145,235 172,753 448,705 

△ 71,672
決算 128,792 125,678 122,563 377,033 

流域下水道建
設費負担金

計画 31,810 18,645 20,000 70,455 
△ 16,071

決算 31,810 12,787 9,787 54,384 
支出計 計画 162,527 163,880 192,753 519,160 

△ 87,743
決算 160,602 138,465 132,350 431,417 

国庫補助金 計画 18,000 27,000 37,000 82,000 
△ 10,900

決算 18,000 27,000 26,100 71,100 
地方債 計画 103,100 102,200 115,900 321,200 

△ 51,800
決算 110,600 83,700 75,100 269,400 

その他の収入 計画 41,427 34,680 39,853 115,960 
58,517

決算 49,467 54,814 70,196 174,477 
収入計 計画 162,527 163,880 192,753 519,160 

△ 4,183
決算 178,067 165,514 171,396 514,977 

営

業

活

動

に

よ

る

も

の

　

下
水
道
事
業
と
水
道
事
業
で
は
平
成

　

下
水
道
事
業
と
水
道
事
業
で
は
平
成
1717
年
度
か
ら

年
度
か
ら
2121
年
度
ま
で
の

年
度
ま
で
の
55
カ
年
で
経
営
の
健
全
化
・
職
員
の
定
員
管

カ
年
で
経
営
の
健
全
化
・
職
員
の
定
員
管

理
・
今
後
の
事
業
計
画
な
ど
を
ま
と
め
た
、
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
、
健
全
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

理
・
今
後
の
事
業
計
画
な
ど
を
ま
と
め
た
、
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
、
健
全
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

の
計
画
の
中
間
報
告
（
平
成

の
計
画
の
中
間
報
告
（
平
成
1717
年
度
か
ら

年
度
か
ら
1919
年
度
の
計
画
に
対
す
る
実
施
状
況
）
を
取
り
ま
と
め
、
市
上
下
水
道
事

年
度
の
計
画
に
対
す
る
実
施
状
況
）
を
取
り
ま
と
め
、
市
上
下
水
道
事

業
審
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

業
審
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
間
報
告
の
概
要

中
間
報
告
の
概
要

　　

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画

中
期
経
営
計
画
・・
水水

道
事
業

道
事
業
中
期
中
期
経
営
経
営
計
画
の
主
な
目
標

計
画
の
主
な
目
標

と
実
施
状
況
は

と
実
施
状
況
は
左左
表表
の
と
お
り
で
す
。

の
と
お
り
で
す
。

平
成
平
成
1717
年
度
〜

年
度
〜
1919
年
度
年
度

の
決
算
状
況

の
決
算
状
況

　

中
期
経
営
計
画
を
基
に
事
業
運
営

　

中
期
経
営
計
画
を
基
に
事
業
運
営

を
図
っ
た
結
果
、

を
図
っ
た
結
果
、
33
年
間
の
決
算
状

年
間
の
決
算
状

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
成
19
年

度
に
過
去
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
・

企
業
債
の
繰
り
上
げ
償
還
を
行
い
、

将
来
支
払
う
利
息
の
軽
減
を
図
っ
た

も
の
で
す
。

　

中
間
報
告
書
の
全
文
は
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

上
下
水
道
課
業
務
班　

内
線

3
4
5
7
〜
9

況
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
は
一
般
会
計
か
ら
の
財
源
補

て
ん
的
な
繰
り
入
れ
金
を
下
水
道
事

業
会
計
で
は
2
億
5
千
6
8
5
万
円
、

水
道
事
業
会
計
で
は
3
千
2
0
6
万

8
千
円
、
合
計
で
2
億
8
千
8
9
1

万
8
千
円
減
額
す
る
な
ど
、
経
営
の

健
全
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

支
出
の
う
ち
、
地
方
債
（
企
業
債
）

償
還
金
が
計
画
に
比
べ
大
幅
に
増
加

（単位：千円）

（単位：千円）

建

設

な

ど

に

よ

る

も

の

営

業

活

動

に

よ

る

も

の

建

設

な

ど

に

よ

る

も

の



Q　

3
日
前
、
駅
前
の
路
上
で
「
下

着
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
た
。
簡
単
な
質
問
に
答
え

る
と
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
の
補
正
下

着
が
無
料
で
試
着
で
き
る
と
言
わ
れ
、

近
く
の
営
業
所
ま
で
連
れ
て
行
か
れ

た
。
体
の
サ
イ
ズ
を
測
り
、
試
着
す

る
と
「
ボ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
が
き
れ
い

に
な
る
」「
支
払
い
は
毎
月
1
万
円
」

と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
て
つ
い
契
約
し

た
が
、
総
額
40
万
円
と
高
額
な
の
で

解
約
し
た
い
。

（
20
代
女
性　

ア
ル
バ
イ
ト
）

A　

駅
や
繁
華
街
の
路
上
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
と
称
し
て
通
行
人

を
呼
び
止
め
、
気
軽
に
応
じ
る
と
自

分
た
ち
の
営
業
所
に
連
れ
て
行
き
、

不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売

す
る
商
法
を
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
」
と
言
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー

ル
ス
は
特
定
商
取
引
法
の
訪
問
販
売

に
当
た
り
ま
す
。
契
約
に
応
じ
る
ま

で
強
引
に
勧
誘
さ
れ
た
り
、
言
葉
巧

み
な
説
得
を
長
時
間
受
け
、
断
り
切

れ
ず
に
契
約
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
し
、

社
会
経
験
の
少
な
い
若
者
の
被
害
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

相
談
者
の
場
合
、
契
約
後
8
日
以

内
な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契

約
の
無
条
件
解
約
）
が
可
能
で
す
。

契
約
書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
必
要
事
項
を
は
が

き
に
書
き
、
写
し
を
と
っ
て
か
ら
郵

送
し
ま
し
ょ
う
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
、
消
費
者
が
違
約
金
な
ど
の
請

求
を
受
け
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
買
っ
た
下
着
を
装
着
し
て
い
て

も
解
約
は
可
能
で
す
。
も
し
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
、

業
者
の
説
明
に
う
そ
が
あ
っ
た
り
、

長
時
間
勧
誘
を
受
け
て
い
た
場
合
な

ど
は
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

あ
き
ら
め
ず
に
消
費
生
活
相
談
室

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

キ
ャ
ッ
チ
で
契
約
し
た
補
正
下
着
の
解
約

115

生
活
用
品
交
換
広
場

　

市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
1
階
環
境
コ
ー

ナ
ー
に
生
活
用
品
交
換
広
場
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
不
用
品
の
価
格
は
無

料
で
す
。

◆
ゆ
ず
り
ま
す
情
報

　

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

　国民健康保険事業の運営に関する重要事
項を審議する国民健康保険運営協議会委員
を募集します。
任期　4月1日から2年
対象　市内在住満20歳以上の国民健康保
険加入者　3人
報酬　年額29,000円
※会議は年間4回程度です。
■申・■問　3月5日㈭（必着）までに所定の
申込書（保険年金課にあります）に必要事
項を記入の上、保険年金課国保年金班　内
線3171へ

国 民 健 康 保 険
運営協議会委員募集

　家庭などから排出されるごみの減量や適正
な処理などについて審議する廃棄物減量等推
進審議会委員を募集します。
任期　委嘱日から2年
対象　市内在住・在勤の満20歳以上　4人
※原則、平日の会議に出席できる人。
報酬　会議1回　6,600円（年2回程度）
■申・■問　27日㈮（必着）までに所定の申込書（環
境課、各センター、市ホームページにありま
す）に必要事項と「ごみの減量についての考え」
を記入の上、郵送か直接環境課きれいなまち
づくり班　内線3274へ

　良好な生活環境の保全と創造を目指すた
め、環境保全に関する基本的事項や重要事
項について審議する環境審議会委員を募集
します。
任期　委嘱日から2年
対象　市内在住・在勤の満20歳以上　5人
※原則、平日の会議に出席できる人
報酬　会議1回　6,600円（年3回程度）
■申・■問　27日㈮（必着）までに所定の申
込書（環境課、各センター、市ホームペー
ジにあります）に必要事項を記入の上、郵
送か直接環境課環境保全班　内線3276へ

環 境 管 理 審 議 会
委 員 募 集

廃 棄 物 減 量 等 推 進
審 議 会 委 員 募 集

ブランデーの夕べ　千葉テレビと梨ブランデーをブランデーの夕べ　千葉テレビと梨ブランデーを

全国3位　県内トップの人口増加率
　総務省自治行政局が公表している「住民基本台帳に基づく人口・人口動態
及び世帯数」を元に平成19年と20年の3月31日現在の数値から積算をすると、
この1年間での白井市の人口・世帯数の増加率は上位に位置します。
　特に人口は1年間で2,352人の増で増加率は三重県朝日町、東京都中央区に
ついで3位となっています。
■問　企画政策課情報管理班　内線3358・9

作ろう「なし坊ファミリー」
　現在公開中のナッシー号に続き、ペーパークラフト第2弾として市のキャ
ラクター「なし坊ファミリー」がペーパークラフトになりました。より「な
し坊ファミリー」に親しんでもらうため市職員が作成したものです。
　このペーパークラフトは市のホームページに展開図と作り方を掲載してい
ます。展開図をダウンロードして印刷し、はさみやカッターなどを使って家
庭でも組み立てることができます。ナッシー号のペーパークラフトに比べて
組み立てることが難しいかもしれませんが、ぜひ家族でチャレンジしてくだ
さい。
■問　企画政策課企画政策班　内線3352・3

　ブランデーやソフトドリンクを飲み、軽食を食べながら歌や
笑いで盛り上がりませんか。この模様は千葉テレビ「フライデー
ナイトフィーバー」で放映予定です。
日時　28日㈯　午後3時～
出演　松鶴家千とせ、ayano、うい、音羽美咲ほか
参加費　2,500円（前売り2,000円）
無料バス　冨士センター（13：30）、西白井駅（13：40）、白井
駅（13：50）、千葉ニュータウン中央駅（14：10）、白井市役所（14：
30）
■申・■問　白井梨ブランデー㈱☎（497）1477へ

ベ
ッ
ト
＆
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
、
ひ
な
人

形
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ト

◆
さ
が
し
て
い
ま
す
情
報

　

大
型
犬
用
の
犬
小
屋
、
卓
上
ミ
シ

ン
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
、
家
庭
菜
園
用

の
草
刈
機
・
耕
運
機
・
管
理
機

※
1
月
16
日
現
在
の
情
報
で
す
。

申
・
問　

申
込
書
（
環
境
課
・
各
セ

ン
タ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班　

内
線
3
2
7
4
・
5
へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市内在住の高橋さくらちゃん
（0歳11カ月）は昨年、病状が進
むと心不全により死に至る特定
疾患指定の難病、拡張型心筋症
と診断されました。病状を考え
るとすぐにでも移植手術を受け
る必要がありますが、国内での
手術は難しく、現在は移植を受
けるためにアメリカへ渡る準備
をしています。アメリカのコロ
ンビア大学病院で心臓移植の内
諾をもらっていますが、手術費、
渡航費、滞在費などの費用とし

て１億円以上が必要となり、とても個人で負担できる金額では
ないため両親や知人たちが「さくちゃんを救う会」を結成し募
金活動を始めました。
　募金の方法はゆうちょ銀行、千葉銀行、京葉銀行、千葉興業
銀行などの「さくちゃんを救う会」への口座振り込みのほか、
市役所窓口などに設置した募金箱、街頭などでの募金活動が予
定されています。
　皆さんのご協力をお願いします。
■問　さくちゃんを救う会☎（492）9039・   http://www.saku-
chan.jp/index.html（電話は午前10時～午後4時）

　市の現在の人口は、住民基本台帳、外国人登録原票を元に積算し
た人口で、59,768人（平成20年12月末現在）です。現在の人口増
加を考えるともうすぐ人口は6万人に達します。

もうすぐ人口6万人もうすぐ人口6万人
小さな子どもの心臓移植小さな子どもの心臓移植
～みんなで救おう、この子の未来～みんなで救おう、この子の未来～～

なし坊ファミリーペーパークラフトなし坊ファミリーペーパークラフト

高橋さくらちゃん高橋さくらちゃん

2009.2.153
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消
防
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初
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式
表
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消
防
活
動
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力
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を
表
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○
ソ
シ
ア
ル
白
井　
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、
0
0
0
円

　

こ
の
寄
付
金
は
市
の
福
祉
事
業
推

進
事
業
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難
病
疾

患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な
ど
福

祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　市では保護者の病気などの緊急時や、
家庭の都合で一時的に保育が必要なと
きに、小学校就学前の子を預かる一時
保育を新たに南山保育園「くれよん」
でも実施します。
開始日　4月1日㈬
保育時間　平日　午前8時30分～午後4
時30分、土曜日　午前8時30分～午後0
時30分
※日曜・祝日・年末年始（12月29日～
1月3日）は休園です。
対象　市内在住で満６カ月から小学校
就学前の子
保育料　0歳　500円、1 ～ 2歳　400円、
3歳以上　300円
※１時間の料金です。
給食費　1食　300円
■申・■問　3月3日㈫から南山保育園「く
れよん」（毎週火・水曜日　午後1時30
～ 4時）☎（491）1413へ

南山保育園「くれよん」南山保育園「くれよん」
一時保育スタート一時保育スタート

千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章

小
熊
和
彦
（
本
部
分
団
長
）

中
村
啓
二
（
第
二
分
団
分
団
長
）

五
十
嵐
信
宏
（
第
一
分
団
清
戸
部
）

精
勤
章

五
十
嵐
厚
（
第
一
分
団
谷
田
部
）

近
藤
雅
史
（
第
一
分
団
清
戸
部
）

篠
田
一
彦
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）

増
田
広
尚
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）

石
井
新
一
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）千

葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

柴
﨑
克
弘
（
第
三
分
団
分
団
長
）

久
保
木
伸
一
（
西
白
井
消
防
署
消
防

司
令
補
）

精
勤
章

瀬
雅
一
（
第
三
分
団
今
井
部
）

増
田
徳
裕
（
第
三
分
団
今
井
部
）

豐
島
博
幸
（
本
部
副
分
団
長
）

千
葉
県
防
災
対
策
監
表
彰

谷
嶋
薫
（
本
部
副
分
団
長
）

宇
賀
誠
（
第
二
分
団
七
次
部
）

鈴
木
勝
（
第
三
分
団
今
井
部
）

山
﨑
正
男
（
第
三
分
団
中
部
）

鈴
木
昭
彦
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

押
田
知
之
（
第
二
分
団
復
（
二
）
部
）

千
葉
県
消
防
協
会
印
旛

支
部
長
表
彰

功
労
章

谷
嶋
和
彦
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

風
間
一
郎
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

沼
﨑
豊
（
第
三
分
団
中
部
）

勤
続
章

岡
田
啓
介
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

山
﨑
昌
志
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

山
﨑
義
之
（
第
三
分
団
折
立
部
）　

宇
賀
健
司
（
第
二
分
団
七
次
部
）

精
勤
章

長
野
祐
二
（
第
三
分
団
富
塚
部
）

川
鍋
吉
信
（
第
三
分
団
折
立
部
）

中
里
敏
康
（
第
二
分
団
七
次
部
）

平
川
正
之
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

水
谷
睦
夫
（
第
一
分
団
白
井
部
）

秋
本
裕
司
（
第
一
分
団
白
井
部
）　

出
浦
昭
彦
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

湯
浅
直
喜
（
第
一
分
団
谷
田
部
）

根
本
剛
（
第
三
分
団
中
部
）

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
を
１
月
11
日
に
清
水
口
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。
式
は
消
防
職

員
・
団
員
3
6
1
人
が
参
加
し
、服
装
・
機
械
器
具
の
点
検
や
、消
防
操
法
の
展
示
を
し
ま
し
た
。

式
の
中
で
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
消
防
職
員
・
団
員
に
表
彰
状
を
、
消
防
施
設
整
備
の
協
力

者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
表
彰
な
ど
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

山
﨑
正
光
（
第
三
分
団
名
内
部
）

白
井
市
長
表
彰

石
田
栄
路
（
第
一
分
団
神
々
廻
部
）

鈴
木
教
善
（
第
一
分
団
白
井
部
）

齋
藤
仁
（
第
一
分
団
復
（
一
）
部
）

岩
間
孝
司
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

香
取
俊
光
（
第
一
分
団
清
戸
部
）

香
取
真
悟
（
第
一
分
団
谷
田
部
）

鈴
木
智
也
（
第
二
分
団
冨
士
部
）

橋
本
隆
次
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

岩
佐
雅
一
（
第
二
分
団
七
次
部
）

宇
田
川
新
一
（
第
二
分
団
中
木
戸
部
）

中
村
和
美
（
第
二
分
団
木
部
）

川
上
幸
士
（
第
三
分
団
富
塚
部
）

板
橋
忍
（
第
三
分
団
中
部
）

秋
谷
和
春
（
第
三
分
団
名
内
部
）

岩
井
忍
（
第
三
分
団
小
名
内
部
）

酒
井
昭
彦
（
第
三
分
団
今
井
部
）

白
内
障
補
助
眼
鏡
等
費

用
助
成
事
業
の
廃
止

　

老
人
性
白
内
障
手
術
後
に
購
入
し

た
補
助
眼
鏡
な
ど
の
費
用
を
一
部
助

成
す
る
白
内
障
補
助
眼
鏡
等
費
用
助

成
事
業
を
平
成
4
年
か
ら
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
事
業
を
再
検
討
し
た

結
果
、
3
月
31
日
㈫
で
廃
止
し
ま
す
。

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

老
人
性
白
内
障
の
手
術
時
に

65
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
の
人

※
手
術
日
か
ら
2
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　

3
月
31
日
㈫
ま
で
に
申
請

書
（
高
齢
者
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

に
医
療
機
関
の
証
明
を
受
け
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
眼
鏡
な
ど
の
領

収
書
を
添
え
て
高
齢
者
福
祉
課
高
齢

者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

へ

冨
澤
毅
（
第
三
分
団
平
塚
東
部
）

海
老
原
光
雄
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
）

白
井
市
長
・
白
井
市
消

防
団
長
表
彰

第
二
分
団
七
次
部

※
第
28
回
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支

部
消
防
操
法
大
会
敢
闘
賞
（
小
型
ポ

ン
プ
の
部
）。

第
三
分
団
富
塚
部

※
第
28
回
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支

部
消
防
操
法
大
会
出
場
（
ポ
ン
プ
自

動
車
の
部
）。

消
防
出
初
め
式
感
謝
状

防
火
貯
水
槽
土
地
協
力
者

湯
浅
由
紀
夫
（
谷
田
）

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

式に臨む消防団員式に臨む消防団員

操操法を披露する法を披露する消防団員消防団員

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

粟
島
神
社
は
市
内
で
は
名
内
地

区
の
み
に
存
在
し
、
近
隣
で
も
数

少
な
い
、
こ
の
地
域
で
は
珍
し
い

神
社
で
す
。
一
般
的
に
は
淡
島
神

社
と
も
呼
ば
れ
、
和
歌
山
県
和
歌

山
市
加
太
の
淡
島
神
社
が
総
本
社

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
内
地
区
の
粟
島
神
社
は
元
来

は
少

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

名
彦
命
を
祭
神
と
し
、
現
在

は
素

す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
鳴
命
を
合
祀
し
て
い
ま
す
。

大
正
4
年
（
1
9
1
5
年
）
発
行

の
「
白
井
村
誌
」
に
よ
る
と
、
こ

の
神
社
は
戦
国
時
代
の
永
禄
年
中

（
1
5
5
8
〜
1
5
7
0
年
）
に
、

千
葉
氏
の
家
臣
で
名
内
村
の
領
主

だ
っ
た
伊
東
守も

り
た
ね胤
が
、
和
歌
山
県

の
淡
島
神
社
の
総
本
社
か
ら
神
霊

を
招
祭
し
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
祭
神
の
少
名
彦
命

は
、
一
説
に
は
名
内
の
地
名
の
由

来
に
関
係
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
粟
島
神
社
は
そ
の
後
、

江
戸
時
代
の
宝
暦
7
年
（
1
7
5

7
年
）
に
再
建
さ
れ
、
現
在
の
本

殿
は
明
治
40
年
（
1
9
0
7
年
）

に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

淡
島
神
社
の
一
般
的
な
特
徴
と

し
て
、
女
性
と
の
縁
が
深
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
淡
島

神
社
の
神
が
住
吉
神
社
の
妃
神

と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
、
淡

島
神
社
に
は
婦
人
病
や
安
産
祈
願
、

縁
結
び
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
和
歌
山
県
の
淡
島
神

社
で
は
雛
人
形
や
手
道
具
な
ど
の

奉
納
が
多
く
さ
れ
る
こ
と
で
知
ら

れ
、
針
供
養
や
雛
流
し
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

名
内
地
区
の
粟
島
神
社
で
も
、

毎
年
3
月
3
日
に
雛
人
形
の
供
養

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

多
く
の
人
々
が
人
形
を
持
ち
込

ん
で
お
焚た

き
上
げ
と
し
て
燃
や
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
環
境
問

題
も
あ
り
、
燃
や
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
過
去
に
は
2
月
8
日
に
白
井

市
内
を
は
じ
め
、
柏
・
市
川
・
船
橋
・

印
旛
方
面
か
ら
針
子
と
呼
ば
れ
る

裁
縫
職
の
人
々
が
集
ま
り
、
針
供

養
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
内
地
区
の
粟
島
神
社
に
は
最

近
、
他
の
粟
島
神
社
に
な
ら
い
、

小
さ
な
鳥
居
が
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
人
は
腹
ば
い
に
な
ら
な
い

と
通
れ
な
い
ほ
ど
小
さ
な
鳥
居
で

す
が
、
こ
の
鳥
居
を
潜
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

名

内

の

粟

島

神

社

名内の粟島神社

粟島神社の雛人形供養
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白井市100人会議

１
０
０
人
会
議
の
収
束
に
向

か
っ
て

2009-2

53

1
月
10
日
の
会
議

　

第
10
回
会
議
は
「
1
0
0
人
会

議
の
事
業
成
果
と
課
題
」
「
パ
ネ

ル
展
示
」
「
そ
の
ほ
か
」
の
テ
ー

マ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
テ
ー
マ
、
事
業
成
果
と

課
題
は
1
月
15
日
号
で
示
し
た
と

お
り
、
年
末
年
始
に
各
自
が
自
宅

で
ま
と
め
た
も
の
を
発
表
し
ま
し

た
。
1
0
0
人
会
議
で
は
市
民
参

加
に
関
す
る
活
動
（
新
し
い
美
化

シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
制
度
の
普
及

促
進
）、
美
化
推
進
活
動
（
各
地

域
で
の
清
掃
活
動
、
中
央
分
離
帯

へ
の
花
の
植
栽
、
駅
前
広
場
の
灰

皿
設
置
）、
広
報
・
啓
発
活
動
（
広

報
し
ろ
い
の
活
用
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
の
活
用
、
駅
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
）
な
ど
を
実
行
し
、
成
果
を
残

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
反

省
や
課
題
を
見
い
だ
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。「
可
能
で
あ
れ
ば
継

続
し
た
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
こ

の
よ
う
な
仕
組
み
や
方
法
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
提
案
意

見
と
活
動
に
よ
り
出
て
き
た
課
題

に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
事
務
局
に
一
覧
表
と

し
て
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
由
記
載
欄
に
は
「
1
0
0
人
会

議
が
美
化
活
動
に
終
始
」
し
美
化

活
動
に
異
存
は
無
か
っ
た
が
所
期

の
思
い
と
異
な
っ
て
い
た
と
の
感

想
や
「
行
政
（
市
）
と
市
民
活
動

の
連
携
」
に
関
す
る
提
案
な
ど
熱

い
気
持
ち
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
一
覧
表
に
項
目
を
追

加
す
る
な
ど
し
、
次
回
会
議
で
再

度
確
認
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
17
日
も
草
取
り

作
業
を

　

冬
場
の
乾
燥
期
だ
か
ら
雑
草
が

伸
び
て
い
な
い
と
予
想
し
開
始
し

た
今
回
の
除
草
作
業
は
、
白
井
停

車
場
線
中
央
分
離
帯
の
花
壇
に

立
っ
た
時
は
予
想
ど
お
り
、
雑
草

が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
下
を
見
る
と
根
が
横
に
し
っ

か
り
張
り
出
し
、
可
憐
な
「
ビ
オ

ラ
」
に
取
り
巻
い
て
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
11
人
の
参
加
で
こ
の
雑

草
を
丁
寧
に
取
り
除
き
ま
し
た
が
、

ビ
オ
ラ
に
は
少
し
お
湿
り
が
欲
し

い
こ
の
間
の
天
気
で
し
た
。　

白
井
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催

　

昨
年
末
よ
り
準
備
し
た
原
稿
の

印
刷
や
パ
ネ
ル
へ
の
張
り
付
け
な

ど
の
準
備
を
2
月
5
日
か
ら
進
め
、

2
月
7
日
に
2
枚
の
パ
ネ
ル
に
ま

と
め
て
展
示
し
ま
し
た
。
1
0
0

人
会
議
と
し
て
は
最
後
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0
人

会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
　

市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
は
誰

も
が
気
軽
に
楽
し
く
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
振
興
に
努
め
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
行
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

3
月
8
日
㈰　

午
前
9
時
15

分
〜
（
受
け
付
け　

午
前
8
時
30
分

〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

場
所　

冨
士
中
学
校
予
定
地
グ
ラ
ウ

ン
ド

対
象　

一
般
（
団
体
・
個
人
不
問
）

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
　

合
唱
曲
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
コ
ス

モ
ス
）」
で
お
な
じ
み
の
星
空
を
歌

う
ユ
ニ
ッ
ト
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
」
が

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
や
っ
て
き
ま
す
。

全
国
、
世
界
各
国
を
巡
り
歩
い
て
い

る
ミ
マ
ス
さ
ん
、
サ
チ
コ
さ
ん
は
星

好
き
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
人

の
楽
し
い
ト
ー
ク
に
も
期
待
し
ま

し
ょ
う
。
星
空
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

3
月
8
日
㈰　

午
後
1
時
30

分
〜
2
時
50
分

場
所　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

演
奏
者　

ア
ク
ア
マ
リ
ン

対
象　

一
般　

86
人

観
覧
料　

前
売
り
券
6
0
0
円
・
当

日
券
7
0
0
円
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
5
へ

※
電
話
で
の
予
約
も
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放

日
時　

3
月
1
日
㈰
・
21
日
㈯
・
22

日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

午
前
9

時
〜
午
後
5
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
成
人
の
責
任
者
が
付
い
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
4

0
円
、
体
育
館
1
、3
0
0
円
、
グ

ラ
ウ
ン
ド　

2
、5
2
0
円
（
各
2

時
間
単
位
）

申
・
問　

2
月
25
日
㈬
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

◆
白
井
脳
い
き
い
き
教
室

　

東
北
大
学
・
川
島
隆
太
教
授
に
よ

る
脳
の
研
究
成
果
を
活
用
し
た
「
白

井
脳
い
き
い
き
教
室
」
の
楽

が
く
し
ゅ
う習

サ

ポ
ー
ト
と
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
教
室

の
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
水
曜
日　

午
後　

場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

対
象　

サ

ポ
ー
タ
ー　

お
お
む
ね
62
歳
以
下　

運
営
ス
タ
ッ
フ　

年
齢
問
わ
ず

申
・
問　

2
月
28
日
㈯
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
2
7
0

―
1
4
3
1
、
白
井
市
根
63
―
2　

N
P
O
法
人
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
☎
0
9
0
（
6
1
9
4
）

0
0
6
0
・
℻  
（
4
9
2
）
0
0
8

0
へ

◆
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
①
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

日
程　

3
月
末
ま
で
の
毎
週
月
・
金

曜
日　

時
間　

午
後
1
時
〜
3
時

（
時
間
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）　

対

象　

県
内
在
住
の
視
覚
障
害
者　

場

所　

視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
ち
ば
6
階
（
四
街
道
市
）　

受

講
料　

無
料

【
②
点
字
教
室
】

　

初
心
者
か
ら
の
点
字
の
触
読
な
ど
、

個
別
対
応
で
行
い
ま
す
。

日
程　

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）　

時
間　

午
前
10
時
〜

正
午　

午
後
1
時
〜
3
時
（
時
間
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
）　

場
所　

視

覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ば

6
階　

対
象　

中
途
視
覚
障
害
者
で

点
字
の
習
得
を
希
望
す
る
人　

受
講

料　

無
料

【
③
視
覚
障
害
者
更
生
援
護
相
談
室
】

　

視
覚
障
害
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
程　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

場

所　

視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
ち
ば
6
階　

対
象　

視
覚
障
害

者
、
家
族
・
知
人
・
関
係
者
な
ど　

相
談
方
法　

面
談
、
ま
た
は
電
話
相

談申
・
問　

県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
0
4
3
（
4
2
1
）
5
1
9
9
・

℻  
0
4
3
（
4
2
1
）
5
1
7
9
へ

※
③
は
相
談
室
直
通
☎
0
4
3
（
4

21
）
6
9
1
0
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
20
年
度
「
住
宅
用
太
陽
光
発

電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
」

　

経
済
産
業
省
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

多
様
化
や
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
対
象
に
、
そ
の

導
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
期
間　

〜
3
月
31
日
㈫　

対
象

自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
個
人
で
、
電
灯
契
約
を
し

て
い
る
人
（
申
し
込
み
順
）　

対
象

シ
ス
テ
ム　

①
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
変
換
効
率
が
一
定
の
数
値
を
上

回
る
こ
と
（
太
陽
電
池
の
種
別
ご
と

に
基
準
値
を
設
定
）　

②
一
定
の
品

質
・
性
能
が
確
保
さ
れ
、
設
置
後
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
③
最

大
出
力
が
10
ｋ
Ｗ
未
満
で
、
か
つ
シ

ス
テ
ム
価
格
が
70
万
円
（
税
抜
）
／

㌔
㍗
以
下
で
あ
る
こ
と　

補
助
金
額

　

対
象
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力

1
㌔
㍗
当
た
り
7
万
円

申
・
問　

財
団
法
人
千
葉
県
環
境
財

団
☎
0
4
3
（
2
4
6
）
2
0
7
8

・

h
ttp://w

w
w
.ck
z.jp

へ

※
そ
の
ほ
か
の
詳
細
情
報
は
有
限

責
任
中
間
法
人
太
陽
光
発
電
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://

w
w
w
.j-p
ec.or.jp

/

を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
講
演
会

日
時　

26
日
㈭　

午
後
2
時
〜　

場

所　

イ
オ
ン
八
千
代
緑
が
丘
店
ア
ゼ

リ
ア
広
場　

参
加
費　

無
料

※
予
約
に
よ
り
事
前
に
席
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

講
師　

セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院　

歯

科
口
腔
外
科
部
長　

澤
井
俊
宏
医
師

テ
ー
マ　

美
し
い
ス
マ
イ
ル
の
た
め

に
〜
口
腔
外
科
の
立
場
か
ら
〜

問　

セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
5
7
）
9

9
0
0

◆
盲
目
の
天
才
シ
ン
ガ
ー
＆
ギ
タ
ー
リ

ス
ト　

長
谷
川
き
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

21
日
㈯　

午
後
3
時
〜
（
開

場
午
後
2
時
30
分
）　

場
所　

印
西

市
文
化
ホ
ー
ル　

入
場
料　

前
売
り

券　

4
、
5
0
0
円
・
当
日
券　

5
、

0
0
0
円　

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

石
川

春
光
堂
（
Ｊ
Ｒ
木
下
駅
南
口
店
）
ほ
か

問　

長
谷
川
き
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会　

相
馬
☎
0
4
7
6
（
9

5
）
4
0
8
8

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

公
民
セ
ン
タ
ー

【
①
公
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
】

　

各
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
セ
ン

タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最
後
を
飾

る
公
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を
2
月
22

日
㈰
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
3
時

30
分
ま
で
行
い
ま
す
。
各
サ
ー
ク
ル

の
展
示
や
発
表
、
模
擬
店
な
ど
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
②
意
外
と
知
ら
な
い
マ
ナ
ー
あ
れ

こ
れ
】

　

恥
を
か
か
な
い
冠
婚
葬
祭
マ
ナ
ー

日
時　

3
月
2
日
㈪　

午
後
2
時
〜

4
時

対
象　

一
般　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

岩
下
宣
子
さ
ん

【
③
親
子
で
楽
し
く
あ
そ
び
ま
し
ょ

う
】

　

一
緒
に
手
形
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

3
月
6
日
㈮　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
の
親
子　

20
組
（
先

着
順
）

持
ち
物　

お
し
ぼ
り

申
・
問　

②
は
2
月
28
日
㈯
ま
で
に

電
話
か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
☎
（
4

9
2
）
5
2
6
6
へ

刻字教室
　白井高等学校開放講座「刻字教室」の修
了者を中心に活動している白井刻字サーク
ルと市の共催で昨年に引き続き「刻字教室」
を開催します。
　今年は陽刻（凸刻り＜朱文＞）を主とし
ますが、希望者は陰刻（凹刻り＜白文＞）
にも挑戦できます。
日時　下表のとおり（全5回）
場所　南山小学校図工室
対象　一般　20人程度
講師　松岡博（白駒）先生（前白井高校教諭）
参加費　3,000円（教材費）
申　3月8日㈰（当日消印）までに、はがき
に住所・氏名（ふりがな）・電話番号・刻
字教室希望と記入の上、生涯学習課生涯学
習班へ
問　白井刻字サークル　堀☎（491）3382

刻字教室日程表

　

小
学
生
を
対
象
に
柔
道
と
空
手
道

の
体
験
実
技
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
7
日
㈯
〜
28
日
㈯
の
毎

週
土
曜
日　

午
後
1
時
30
分
〜

場
所　

大
山
口
中
学
校
武
道
館

対
象　

市
内
小
学
校
の
高
学
年　

各

日
30
人
（
先
着
順
）

※
保
護
者
な
ど
が
児
童
（
受
講
者
）

を
送
迎
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

武
道
体
験
実
技
講
習
会

日程 時間 内容
3月28日㈯

午後1時
～

3時30分

開講式・「刻字」の
説明
手本書き　文字決め
「籠字」とり

4月4日㈯ 実習　板に糊つけ、
すてノミ

4月11日㈯ 実習　本ノミ、はつ
り、落款印、着色

4月18日㈯ 実習　金箔はり
4月25日㈯ 実習　仕上げ

閉講式

10日の会議資料

お詫びと訂正　広報しろい2月1日号4ページ「天文講演会　国際宇宙ステーション」の日程「2月21日㈯」は都合により「3月21日㈯」に変更

となります。お詫びして訂正します。

2009.2.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2009.2.15 6

　子どもを好
きな人、演ず
る人、お話大
好きな人、個
人やグループ
で 活 動 し て
いる人などが
集まり、交流
しながらゆっ
くりと人形劇
まつりの準備
をしています。
まつりに集ま
る皆さんのニ

コニコの笑顔をイメージしながら、月1回
集まり持ち寄った情報からアイデアを出
し合っています。半年前のプレ公演で「身
の回りの物を使った簡単人形劇」とワー
クショップ「作ってみせる小さい人形劇」
に参加したことで未来の芸達者が育った
ようです。
　3月22日㈰はまつりの本番です。会場
づくり・ウエルカムスタッフ・事前のＰ
Ｒの準備などたくさんの人の力が必要で
す。人形劇公演・パフォーマンス・コン
サートを鑑賞したり、裏方をしながら「わ
くわく・ドキドキ・にっこり」の1日を一
緒に過ごしましょう。プロを含み7劇団の
作品や時間を選んで楽しんでみませんか。
休憩所と赤ちゃんコーナーも準備中です。
　鈴木☎（491）5806

ナ
ッ
シ
ー
号
で
白
井
の

風
物
詩
を
楽
し
も
う

◆
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地
へ

　

ナ
ッ
シ
ー
号
3
系
統
の
停
留
所

「
清
水
口
3
丁
目
」
か
ら
徒
歩
3
分

の
と
こ
ろ
に
あ
る
清
水
口
調
整
池
に

は
毎
年
、
越
冬
の
た
め
遠
い
シ
ベ
リ

ア
か
ら
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
や
っ
て

く
る
ん
だ
。

　

白
井
市
に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が

初
め
て
飛
来
し
た
の
は
平
成
5
年
で
、

飛
来
地
と
し
て
は
最
南
端
と
言
わ
れ

て
い
る
ん
だ
よ
。
優
雅
に
水
面
を
泳

ぐ
姿
は
冬
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
ん
だ
。
観
察
す
る
時
は
自

然
を
大
切
に
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
驚
か

さ
な
い
よ
う
優
し
く
見
守
っ
て
ね
。

◆
年
間
乗
車
数
10
万
人
突
破

　

平
成
10
年
か
ら
運
行
し
て
い
る

ナ
ッ
シ
ー
号
は
、
4
月
か
ら
1
月
末

ま
で
の
運
行
で
初
め
て
乗
降
者
数

10
万
人
を
突
破
し
た
ん
だ
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
に
乗
っ
て
も
ら

い
た
い
な
。
応
援
し
て
ね
。

※
ル
ー
ト
・
時
刻
の
検
索
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
ナ
ッ
シ
ー
号
時
刻

検
索
シ
ス
テ
ム
」
が
便
利
で
す
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
3

朝
日
浴
び
登
校
の
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（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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しろい
人形劇まつり
　実行委員会
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     ナッシー号を利用す
　　る人がだんだん増え
　ているよ。うれしいな。
　今日は毎年、清水口の
調整池にやってくるオオ
ハクチョウを紹介
　するね。
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清水口調整池のオオハクチョウ

　今年で 122 回となる伝統の関東 10
マイル・10 キロロードレース大会が
12月21日に成田市内で行われました。
　この大会の 50 歳台 10 ㌔㍍の部に
林雄一さん（南山在住・白井陸友会
所属）が出場し、34 分 41 秒の好タ
イムで優勝しました。
　優勝した林さんは「伝統の難コー
スで優勝できて、うれしい。これか
らも毎週日曜日に白井運動公園で
行っている白井陸友会の練習会へ積
極的に参加し、自己記録を伸ばした
い」と意欲的。1月 11 日に行われた
谷川真理ハーフマラソンにも出場し、
45 歳以上の部で 2,976 人中、5 位と
大健闘しました。　

関関東東ロードレースロードレース大会大会でで優勝優勝

　優雅に泳ぐ清水口調整池のオオハクチョウは、白井の
冬の風物詩の一つです。そんなオオハクチョウが元旦の
朝、くちばしに釣り糸などが絡まり、餌もうまく食べら
れない状態で確認されました。確認をしたのは白鳥の会
の鶴田さんで、その2日後、糸などが取れないまま別の
幼鳥と一緒にどこかに行ってしまったそうです。
　調整池には危険防止のため周りにフェンスが張って
あり、立ち入り禁止になっていますが、釣り糸などはこ
の調整池で絡まった可能性が高く、鶴田さんは「立ち入
り禁止であるのに入り込み、釣りなどをする人がいる
ようです。二度とこのようなことのないようにモラルを
守って欲しいです」と話していました。

モモラルラルをを守って守って

くちばしに釣り糸などが絡まるオオハクチョウの幼鳥
（武石正一さん撮影）

優勝した林さん

子どもたちの熱い視線の先には子どもたちの熱い視線の先には
どんなおはなしがどんなおはなしが……
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